
令和５年度 弥彦村立弥彦小学校 学校だより No.５              2023 年７月 2１日 

「みんなで創る カラフルな学校」 
 

いきいき弥小っ子 
弥彦小学校ブログ 日々更新中！ http://yahikosyou.blog-niigata.net 文責 校長 木嶋 達平 

  

■カラフルな学校を目指した７３日間が終わりました 

■地域の行事に参加し、夏の思い出を作ろう 

 弥彦の良さは、地域行事が多いことです。子どもの頃の思い出は、大人に

なっても覚えており、それが、ふるさとへの愛着に変わっていきます。「彌

彦神社奉納子供相撲大会」に３年生以上の男女が参加します。私は地元で町

内会長をしていますが、子どもたちの人数が減り、地域行事を行うことが出

来ません。いろいろな地域行事に参加できる弥小っ子は、幸せです。       

子どもたちは、大きな事故もなく無

事１学期７３日間を終了することがで

きました。保護者・PTA 役員の皆様の

教育活動へのご協力、スクールサポー

ターの皆様による学習支援・登下校の

安全見守り等、子どもたちは、保護者や

地域の皆様の深い愛情に育まれ、充実

した学校生活を過ごすことができまし

た。改めて学校を支えてくださってい

る皆様に感謝申し上げます。 

今年度、当校では「カラフル＝多様性

の尊重」をキーワードに、意見を伝え合

うこと、相手の立場に立ち、考えること

を大切に教育活動を行ってきました。

また、授業では、子どもたちの学びた

い、話したいという「たい」のある授業

を目指してきました。 

終業式で私は、「目に見えやすい成

長、目に見えにくい成長」の話をしまし

た。子どもたちが大人になっていく過

程は一律ではありません。「目に見えや

すい成長」の代表としては、身長や体

重、テストの点など数字や量で測れる

ものが挙げられます。 

 では、「目に見えにくい成長」には

どんなものがあるでしょうか。考える

力、優しさ、がんばる力など心の成長

です。文部科学省はこれらを「非認知

能力」と言っています。私たちは、ど

うしても「目に見えやすい成長」の結

果を求めがちです。なぜなら分かりや

すいからです。円覚寺の管長を務めた

横田南嶺さんは、「樹木は根を張った

分、枝を広げることができる。人もま

た深く根を養ってこそ、世の中で活躍

できる」と述べています。子どもたち

の成長も同じです。狭い視点からの目

に見える成長のみで物事を見ていく

のではなく、広く、いくつかの視点で

トータルに成長を見ていくことが大

切です。 

子どもたちには、自分や友達を評価

する際には、いろいろな視点からがん

ばっていることを褒め、認め、励ます

ようにし、お互いの違いを認め合って

欲しいと伝えました。ぜひ、ご家庭で

も今学期のお子さんの「根」の部分の

成長を褒め、認めてあげてください。 

１年生入学 

２年生 野菜作り 

３年生 地域探検 

５年生 田植え 

４年生 燈籠制作 

６年生 修学旅行 



■夏休み ネットトラブルから子どもを守る 

 夏休みになると、ネットトラブルに巻き込まれる児童が、全国的に増えてきます。先日のＰＴＡ教

養委員会主催の「ＳＮＳとの上手な付き合い方」の講演会でもお伝えしましたが、改めて、ご家庭で

もネット利用のルールの確認、お子さんがどのようなサイト、ＳＮＳの利用を行っているかなど、親

子でご確認ください。トラブルに巻き込まれてからでは遅いです。下のグラフは、５・６年生へのネ

ットトラブルアンケート結果です。掲示板、チャット、ＳＮＳ（ＬＩＮＥ等）のコミュニティサイト

で知り合った人に遊びに誘われたり、呼び出されたりした 1.8%。インターネット上で（ゲームでの

チャットも含む）知らない人から、声（メール）をかけられた 7.9%いました。裏面にＰＴＡ講演会

時の資料を付けておきます。お子さんへの指導の参考にしてください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

■スクールサポーター大募集 

 ２学期から低学年を主とした子どもたちへの学習支援ボランティアを募集します。

直接は学習を教えませんが、子どもたちの学習の補助をします。また、ガーデニン

グボランティアも募集します。学校の校庭を美しい花でいっぱいにしてみませんか。

興味のある方は、地域コーディネーターもしくは、教頭までご連絡ください。まず

は、「みんなのいばしょ」で茶飲み話も大歓迎です。 

 

■自転車ヘルメットの着用について 

自転車運転時のヘルメットの着用が努力義務になっています。自転車乗用中に交通事故で

亡くなられた方の約６割が頭部に致命傷を負っています。しかし、ヘルメットを着用せず自

転車に乗っているお子さんの姿が、まだまだ見られます。夏休み中は、お子さんが自転車に

乗る機会が増えます。ご家庭で、お子さんのヘルメットの着用についてご指導ください。 

【講演会に参加した保護者の方の感想】 

・話が分かりやすく、勉強になりました。 子どもにも帰ってきいたところ、理解もしっかりしていたようです。 ありがとう 

ございました。 

・ＳＮＳ利用規約に推奨年齢があり、１８歳未満では保護者の管理が必要であることを改めて認識しました。これく

らいなら大丈夫だろうと思ってとった行動がトラブルのもとになるため、いつでも保護者や周りの大人に相談出来る

環境づくりも必要だと感じました。 

・子どもたちが興味を示すものと関連づいた話で、楽しみ、笑いもありながら話を聞けました。弥彦小学校はメディ

ア、SNS の知識をもち、より具体的に子どもたちに危険性や、やってはいけないことを伝える術をもった先生方が

いることを実感し、安心することができました。 

講演会の様子 



参 考 

○携帯電話・スマホ利用診断 

 子どもの携帯電話利用やスマホに対する家庭の姿勢の安心度合いを診断します。下の QR コード

で、チェックしてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

我が家の携帯電話ルール 

第１条 自分の電話番号やメールアドレスをむやみに教えない。 

第２条 自分の電話番号やメールアドレスを教えたら相手は誰かを保護者に伝えること。 

第３条 夜９時以降は携帯電話をさわらない。 

第４条 勉強中、食事中は電話もメールもしない。 

第５条 携帯電話の保管、充電場所は居間にする。 

第６条 携帯電話は自分の部屋に持ち込まない。 

第７条 携帯電話の賢い使い方は家族で教えあう。 

第８条 家にいる時は、家の電話を利用する。 

第９条 メールを送るのは１日３回までとする。越える場合は理由を保護者に伝える。 

第１0条 必要のないサイトにアクセスしない。 

第１1条 おかしなメール、知らない相手からのメールは必ず保護者に見せる。  

第１2条 有料サイトの利用は保護者に相談して許可をとる。 

第１3条 会員登録等の個人情報登録は、有料無料に関係なく、保護者に許可をとる。 

第１4条 人の悪口は絶対に書かない。 

 

掟
おきて

を破ったら、１週間、携帯電話を没収
ぼっしゅう

されても文句を言いません！ 

以上のことを守ることを誓います！   

 年   月   日 名前【               】 

 

 

 

（資料：ベネッセ教育総合研究所 

    https://benesse.jp/education/family/information/200802/） 

ご家庭でのルール作り

の参考にしてください。 

https://benesse.jp/education/family/information/200802/

